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 要 旨   
 一般集団における習慣的アルコール摂取とメタボリックシンドロームの関係に対する過

去の研究結果には一貫性がなく、糖尿病患者においてこの関係は不明である。本研究の目

的は糖尿病患者でアルコール摂取とメタボリックシンドロームの関係を明らかにすること

である。糖尿病の日本人男性労働者(n=1960)を非飲酒、軽度飲酒(22g 未満エタノール/日)、
重度飲酒(22g 以上および 44g 未満エタノール/日)、超重度飲酒(44g 以上エタノール/日)に分

けた。内臓型肥満とアルコール摂取の関係を腹囲、高血圧、脂質異常(高トリグリセリドあ

るいは低 HDL コレステロール)、高血糖、メタボリックシンドローム(NCEP-ATP III 基準

の危険因子が 3 以上)について検討した。非飲酒者に対する高血圧のオッズ比は全飲酒群で

有意に高かったが、低 HDL コレステロールのオッズ比は全飲酒群で有意に低かった。非飲

酒者に対する高トリグリセリドのオッズ比は軽度飲酒者で有意に低く、超重度飲酒者で有

意に高かった。非飲酒者に対する腹囲のオッズ比は全飲酒群では有意でなかった。非飲酒

者に対するメタボリックシンドロームのオッズ比は超重度飲酒者で有意に高かったが、軽

度および重度飲酒者では有意ではなかった。以上より、糖尿病の日本人男性労働者におい

て過剰飲酒は血圧とトリグリセリドの上昇を通してメタボリックシンドロームリスクと関

連することがわかった。 
 
 
 
 
 
 

 




